
地域 ･耳壷局に農業経営専P脹こ上して 勤好9-,TJ翁博士

が, ｢やっ と昨F120部だけ刷リJ.'が ･')ました｣ といっ

て,十がバ ンコク連絡~甘酢_rr:二とど.'!て くれたO

いうまで もな く, タイC/)i:_■童物は米でおEJ,国民し/)

8O%壱占め,7'農家はほとんどが米作に依存 してい7:'o

L_ころが, これだけタイにと1て重要な米.':ついて,

三とまった文献がこれまでひとつ もなかった｡翁博土

二, FÅo a_)本来の仕 車 U)余暇に, タイ国農務省次

官補であり, 同時にタイ国農業経済学会レ)会長 であ

る SawaengKulthonghalTl博士 と協同して, タイ

･J)米穀経済の 概況をここ:=ま とJノ)あげられた｡ そL

て,従来かなりのタイ語ならびに英語での調査研究÷

吊坂 していろ農務省次官 室農業経済課から刊行 さ;:'し

ノ_○

わた くLは,さっモ く一読したが, これまでJ)タイ

国の官庁報告や官庁統計をもととし,それに国連関係

しノ~)｢甜祭的統計の助 けもかりて,タイJ)米段経済の特徴

ヒ諸問題 とfJの見 とおしおよび対策を, きれLV)て要領

よ く,ま t:阜あげていろ｡

すなわち第 1部は米しっ重要性を,米 レ)作付面積 ･_牛

虎高 ･雇傭人口 ･国民摂取食糧 ･輸出 ･財政収入レ)6

つL/)面からうかびだすO

第2邦は米のもつ問題点 として,栽培特用 ･収,LUJ

･土地′生産性 ･需要弾力性 ･流通機構および伝統的栽

二宮方法を上りあげるO
弟3邦で.Ii,北L/〕長期的動向が予測され /3｡す左Jい

ら,国内需要 ･国外需要を予測 し,3'わせて供給,J)予

測を行ない,米の兄 とおしが需要 ･供給の両側面から

して明るいことを強調する｡

第4鞘∬ま,その明るさを実現するたこ′)に兼レ)生産 ･

流通面でJ_)改善が 必要だし, そJ)方向を 明らかにす

,!,｡ とくに米栽培方法の改善, i)毛作の導入,米作 と

他作物 としノ)結びつき,農家をして改善方策;葺IJf十日 ､れ

させろ手段室のべ,:㌔

し上が 一〕て, タイしノ月こ作.7I,-Ilt･,'L,工J経済的 ･経書的

,Ti潮j由Ti･,ほぼおおってい::'O もちろん,これで全部が

とfi:/)タイ国の低米価政策あるいは米輸出税の問題,

あるいは米作のためC/)資材価格 と米価 とU_),いわゆる

inpuトoutputの価格関係の問題に, 意識的か無意識

的にか,深い注意の払われていプ烏 ､U)は遺憾である o

L/JJr･し, 粁者の立場からす,I:,土, これ.につ -)二む こ土_

ができないことiJ,十た /(し:二は理解 され .:lc

た とえ,重要問題IJ)うち見,刀がされたものかしら-i

三上 官庁報告 にたよる結果つへこみが′｣ノ左い 上ころか

:㌔,I,として も, ,/jイr射 ケ農業.'iもちろん, 広 く経済レ)
叢 も重要な中枢部門をfi:十米･ノ)経折についてJ_)こう･

;･'JLまとまった形でレ)研究がLtJJ版さ,iLたこと言,非常::

土ろこぼしい｡官庁出版物であり,印刷部数 .!1.10OO部

ヒかぎ,I,れてい /'J ｡ 二二二 広 く紹介す る土とIJI,
激務のかf二て＼ら,/行書をま と)ノ､あげられたサウエン博

士とオン博士･:二心か ら敬意を表したいO (村岡武)

T.H.Silcock and E.K_Fisk(ed.):The

PoliticalEconomyofIndependentMalaya,

A Case-StudyinDevelopment,EasternUni-

versityPressLtd.andTheAustrlanNati-

onalUniversity,SingaporeandCanberra,

1963.

マ レーシアは,東南アジア諸国のなかで,資源に恵

まれ,旧英領時代の行政 ･教育 ･交通 ･衛/i:.'等J)値民

政策U)遺F;i/≡,Tをう:十つぎ, 1人f)た吊かL,1]-の国民所得を

享受 してい/:'｡ したがって,後進国のなかでは,経済

発根,J)た膏レ), き行)∫)て 有利な スター ト.':たって い

ろOだが,その反面.マレー系 と中国系,加えてイン

ド･パキスタン系 とJ)人種問題,スズ とゴム とU)ふノ⊥二

つし/〕一次,弘罷.7=依存す,7J経済,i+),13い悠1963年 9日い

マ レ-シア独_i'L後レ)イン ドネシア としノ)コン7ロンテ-

ション (対決)など,い くた(ノ),頭U)いたい聞題音か

か え てい ろ ｡

最近,東南アジアにたい-辛/'オース トラリアU)闇JL､

.'三いちじるしいC,/JU)ニゝ 七つ･ン)表オ)れ ±して,キャン
ベラレつオース トラリア国立大学でレつアジア冊究は急速

.'二進歩 してきてい;Lc二二0)打設のResearchSchool

ofPacificStudiesがそレ叫-JJL､となっているが, ニ

しノ)研究所が1962年 .'二T.H.Silcock弘接,Tを申 心 とし

こ,マラヤ経済 し,Jセ ミナ-;工.もった0本=苦言, rJL'セ

ミナーレj報告書であろ｡

まず,マラヤ経済について(ノ〕大家∵jう′二Silcockマ

ラヤ大学名誉教授が,マラヤ経済U)人きな枠 としてレ,)

社会的 ･政治的構造を明らかにするO ニuj-:)i:,, 土く

:二独Jl/lf麦のマレーシアuj政治構造を, Emily Sadka

女史が述べろ｡同じく,経済の背景 としてレ)人種 ･ J＼
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ロ問題を J.C.Caldwell博士が分析する｡

ついで経済問題にはいり,オース トラリア国立大学

の ProfessionalFellow の J.C.Caldwell博士が,

マラヤの輸出貿易とマラヤの国際収支との2編を提出

する｡AgriculturalDevelopmentCouncilのクア

ラルンプール駐在 C.R.WhartonJr.博士は, とく

にマラヤ主産物の ゴムの供給条件を分析し, 若干の

政策を示唆する｡オース トラリア国立大学の Senior

Fellow の E.K.Fisk氏は, マラヤにとって重要問

題である農村開発問題をとりあげる｡オース トラリア

準備鋭行の D.G.McKenna氏は, マラヤ中央銀行

創設のための援助の経験にもとづき,マラヤ連邦独立

後の金融 ･財政の発展を説明する. シドニー大学の

SeniorLectulerの E.L Wheelwright氏は, マ

ラヤの工業化の過程を あとづげろ｡ そして, 最後に

Silcock博士がマラヤ経済政策を要約される｡

付録として,Silcock博士による国民所得の人種間

の配分の推測と,Cordon博士とオース トラリア国立

大学の ResearchAssistantの H.Ⅴ.Richter氏と

によるマラヤの貿易統計および仲継貿易なる論文がお

さめられている｡

以上の内容によって明らかなように,マラヤ経済の

諸専門家が,マラヤ経済の重要問題をそれぞれの専門

からとりあげており,いわば,かなり包括的な論文集

である｡その論文のそれぞれについては,問題の余地

があろう｡ しかし,全休としてみると,マラヤ経済,

あるいはマレーシア経済の数少ない入門書のひとつで

ある｡同時に,比較的恵まれた後進国の経済発展につ

いての, まとまった case-studyである｡ 少な くと

も,マラヤ経済研究のためには,ぜひとも一読されな

ければならないものである｡ (本間武)

Andr6Mousny:TheEconomyofThailand,

AnAppraisalofaLiberalExchangePolicy,

TheSocialScience Association Pressof

Thailand,Bangkok,1964.280p.

東南アジア諸国ojなかでのタイ経済の特徴は,為替

相場の安定,堅実な経済成長にある｡この特徴がどう

して生まれたか,この基本的な問題を真正面からとり

あげ,それが自由な為替管理政策にあると結論づけた

のか木書である｡

著者ム-ニイ博士は,東南アジアにおける為替管Iur.

政策の実際的な専門家である｡まずサイゴンおよびプ

ノンペンでのインドシナ為替管理局の管理官を3年つ

とめ,インドシナの通貨ピアス トルの相場についての

すぐれた研究を発表 した｡ついでビルマにうつり,フ

ランス大使館商務官として4年勤務｡1960年はじめ,

さらにタイに うつって, 今日に至って いる｡ すでに

これら諸国の経済事情についてすぐれた論文を Far

EasternEconomicReview や EasternWorldに

発表しているが,3年前に SEATO の文化 関係プロ

グラムのフェローシップをうけて,まとめあげたのか

本書である｡

本書は, きわめて, よくまとまった形をとってい

る｡すなわち,第 1茸では,戦時の1942年からはじま

って,1963年に至る間の,この国の為替管理政策の形

成,発展を要説する｡ これをうけて, 第2章 では,

1963年末現在に おける為替管理の概要を基本方針 ･

輸入管理 ･輸出代金 ･通貨と送金 ･金の規則等につい

て,まとめる｡第3着はタイの輸出について,為替相

場の影響 ･一定期間内での受取外貨の販売 ･EEl別輸出

･業者別輸出などを,第4茸はタイの輸入について,

輸入の増大,国別輸入 ･商品別輸入 ･輸入業者などを

考察する｡ついで第5章をタイの財政政策にあて,過

貨政策 ･予算 ･国内債 および金融部門の概要をつか

む｡第6章はタイ通貨の安定性の貢献にきわめて重大

な役割をはたしてきている諸外匡卜や国際機関からの財

政的援助を評価する｡ この章は, タイ国経済の理解

のための重要なポイントである. ついで, zifi-7葦で

は, タイの通貨バー トの価値が, 貿易収支,対外収

支,1947-62年間の為替レー トおよび外貨保有等の視

点から分析され,自由な為替管理政策が外国からの投

資をまねき,さらに為替相場の安定の要因となってい

ることを明らかにする｡最後の第8章では,タイの経

済発展,第9章では国民生活水準の上昇を示 し,これ

が自由主義に負うところの大きな ことを明らかにす

る｡

したがって,本書をつうじての論旨は,タイ政府二が

戦後,賢明な自由為替管理政策をとってきたことの高

い評価にある｡それを裏づけるために,豊富なデ-メ

が駆使されている｡わたくLはその論旨には,だいた

いに賛成する｡ただ,この自由管理政策を実行 しえた

背後にある政治的安定と,中国系タイ人のタイ化政策

の成功とがあげられな くてはならないOこの点からい
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